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１
月
15
日
の
建
設
環
境
委
員

会
で
、
町
屋
さ
く
ら
復
活
な
ど

地
域
公
共
交
通
の
充
実
を
求
め

る
二
つ
の
陳
情
の
審
査
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
二
つ
の
陳
情
は
、
①
町

屋
さ
く
ら
廃
止
に
よ
る
影
響
調

査
実
施
②
町
屋
さ
く
ら
復
活
③

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
さ
く
ら
」

値
上
げ
反
対
・
増
便
④
住
民
の

声
を
聞
く
機
会
を
…
な
ど
を
求

め
る
も
の
で
す
。

自
民
、
公
明
、
ゆ
い
の
会

な
ど
が
不
採
択

委
員
会
審
査
で
は
、
各
会
派

と
も
「
交
通
・
移
動
手
段
の
必

要
性
」
に
つ
い
て
共
通
の
認
識

を
示
し
な
が
ら
も
、
代
替
え
交

通
を
求
め
る
だ
け
で
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
さ
く
ら
復
活
存
続
や

財
政
措
置
を
最
初
か
ら
排
除
す

る
議
論
が
中
心
で
し
た
。
区
は

あ
く
ま
で
も
「
交
通
空
白
地
域

は
基
本
的
に
な
い
」
の
一
点
張

り
で
ま
と
も
な
検
討
を
拒
否
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
質
疑
や
討

論
で
自
民
、
公
明
は
、
「
運
行

経
費
に
補
助
し
な
い
」
と
い
う

特
異
な
区
の
姿

勢

を

追

認

、

「
廃
止
後
の
影

響
」
「
移
動
困

難
者
」
な
ど
の

実
態
調
査
の
必

要
性
も
認
め
よ
う
と
し
ま
せ
ん
。

日
本
共
産
党
区
議
団
は
、
廃

止
後
の
影
響
調
査
が
当
然
で
あ

り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
も
含

め
た
移
送
手
段
の
確
保
は
、
区

の
責
任
で
行
う
べ
き
だ
と
し
て

採
択
を
主
張
し
ま
し
た
。

し
か
し
自
民
、
公
明
、
ゆ
い

の
会
が
不
採
択
を
主
張
し
、
委

員
会
は
採
決
の
結
果
不
採
択
と

な
り
ま
し
た
。

住
民
が
主
人
公
で
運
動
を

広
げ
る
と
き

今
後
、
ま
ち
づ
く
り
の
中
に

し
っ
か
り
と
交
通
・
移
動
の
権

利
保
障
を
据
え
た
取
り
組
み
と

運
動
が
必
要
で
す
。
実
際
に
困
っ

て
い
る
区
民
に
寄
り
添
う
姿
勢

が
地
方
自
治
体
＝
荒
川
区
に
は

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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荒
川
区
は
、
伝
統
工
芸
技
術
保

持
者
の
方
が
多
く
お
ら
れ
ま
す
。

毎
年
の
伝
統
技
術
展
は
、
そ
の
技

術
が
一
堂
に
会
す
る
機
会
で
す
。

し
か
し
、
都
内
で
も
有
数
の
伝
統

工
芸
技
術
に
日
常
的
に
触
れ
る
機

会
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
一

つ
が
南
千
住
に
ふ
る
さ
と
文
化
館

入
口
に
あ
る
伝
統
工
芸
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
す
。
い
ま
は
、
金
工
と
諸
工
芸

（
か
ん
ざ
し
な
ど
）
や
っ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
た
展
示
実
演
の
場
が
、

地
域
の
各
商
店
街
に
あ
れ
ば
い
い

の
で
す
が
。

横
山
幸
次

今回の陳情審査で、荒川区内で鉄道、バス停から300m以上

離れた公共交通空白地域は、「２％」と区が答弁。しかし、

まとまった分析は、2005年にコミュニティバスさくら導入の

ときだけです。今日の変化を加味し、さらに都の補助基準で

ある200ｎ以上の場合、どれくらいの違いが出るのでしょう

か。また、当時の丁目別の高齢化率も大きく変化しています。

その後できた高齢者、障害者施設などもあります。そして、

何よりも町屋さくら廃止で当時の利用者にみなさんが、何に

困っているのか、真剣に調べることが必要です。

結局区は、調査を怠ってきました。実施したのは、住民の

みなさんが独自に町会などの協力も得て行った利用者アンケー

トだけです。今後、よりリアルな実態を掴んで運動にしてい

くことが必要です。みなさんのご意見をお寄せください。

裏面 区のがん検診の今後、吉村昭記念文学館イベントなど

日本共産党東京都議団は、1月9日、地域公共交通の危機

打開、充実へ向けた提言を発表しました。その中で荒川区

にも関連する一部を抜粋・ご紹介します。

《交通権・移動権の実現へ》
◎交通権・移動権を明記し、障害者や高齢者、子ども・若者、

子育て世帯、23 区と多摩・島しょ地域のすべての都民の交

通権・移動権の実現をめざす「東京都地域公共交通基本条

例」を制定します。（交通空白・不便地域をなくす等定める）

提言は、地方自治体（都）の責務を明確にした条例の

制定を提案しています。フランスは「全ての人が同じよ

うに移動する権利を持つ」「交通手段選択の自由がある」

との交通権・移動権を明文化した「国内交通基本法」が

あります。この考えを東京都でも取り入れて

いこうというものです。

《交通不便地域をなくす…》
◎コミュニティバスへの補助制度を抜本的に拡充。

◎都の補助制度は、既存バス停や鉄道駅から半径200 ㍍以

遠の地域を「交通空白地域」とする要件がある。そのため23

区の路線の多くは都の補助を受けることができず、区単独事

業として実施されている。そのため「交通空白地域」などの補

助要件を、駅やバス停からの距離だけでなく、高齢者をはじ

め都民の生活実態を踏まえて大幅に緩和します。

荒川区は、交通空白地域を駅やバス停から300ｍ以上とし、

区内に空白地域無しという考えです。現在の都の補助基準

は200ｍ以上です。これに住民の生活実態を加味したものに

改善する提案です。少なくとも荒川区は、200ｍ以上を基準

に実態の把握を行うべきです。



現
在
、
荒
川
区
で
は
区
立
が

ん
予
防
・
健
康
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

で
が
ん
検
診
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
胃
の
内
視
鏡
検
査
の
み

個
人
負
担
１
，
０
０
０
円
が
必

要
で
す
が
基
本
的
に
無
料
。

今
回
、
区
は
、
２
０
２
７
年

度
か
ら
区
直
営
の
セ
ン
タ
ー
で

は
健
診
を
行
わ
ず
区
内
医
療
機

関
で
実
施
（
下
表
想
定
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
参
照
）
、
２
０
２
６
年
度
か

ら
は
原
則
有
料
化
（
自
己
負
担

徴
収
）
す
る
方
針
と
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。
自
己
負
担
の
金
額

は
他
区
の
状
況
を
参
考
に
す

る
と
し
て
い
ま
す
。

身
近
な
医
療
機
関
で
の

検
診
実
施
へ

区
役
所
隣
の
が
ん
セ
ン
タ
ー

は
、
遠
い
・
不
便
と
感
じ
る

地
域
も
あ
り
ま
す
。
身
近
な

医
療
機
関
で
健
診
で
き
れ
ば
、

検
診
機
会
の
改
善
に
も
な
る

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
区
は

か
か
り
つ
け
医
と
の
関
係
性

や
地
域
医
療
体
制
の
向
上
を

述
べ
て
い
ま
す
。
確
か
に
効

果
と
し
て
挙
げ
れ
ら
れ
る
と
思

い
ま
す
が
、
小
規
模
ク
リ
ニ
ッ

ク
に
は
検
査
機
器
が
設
置
さ
れ

て
い
な
い
場
合
が
あ
り
、
解
決

す
べ
き
大
き
な
課
題
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

有
料
化
に
よ
っ
て
受
診
率

は
ど
う
な
る
？

今
後
、
区
は
受
診
率
の
向
上

と
が
ん
に
よ
る
早
世
を
減
少
さ

せ
る
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う

え
で
有
料
化
方
針
に
つ
い
て
①

受
益
者
負
担
の
観
点
②
受
診
者

の
健
康
づ
く
り
へ
の
意
識
醸
成

な
ど
あ
げ
て
い
ま
す
。

し
か
し
健
康
診
断
の
未
受
診

者
の
割
合
は
、
年
収
２
０
０
万

円
未
満
の
世
帯
で
は
男
女
と
も

に
40
％
以
上
と
高
く
な
っ
て
い

ま
す
（
右
表

２
０
１
５
年
厚

労
省
「
国
民
健
康
栄
養
調
査
」
）
。

区
は
先
行
他
区
を
見
て
も
受

診
抑
制
は
見
ら
れ
な
い
と
言
い

ま
す
が
、
受
診
率

ア
ッ
プ
と
は
な
っ

て
い
ま
せ
ん
。

有
料
化
し
て
い

る
他
区
で
は
、
胃
の
内
視
鏡
は

１
，
０
０
０
円
〜
２
，
０
０
０

円
、
肺
が
ん
（
レ
ン
ト
ゲ
ン
）

は
１
０
０
円
〜
１
０
，
０
０
０

円
、
子
宮
頸
が
ん
は
５
０
０
円

〜
１
，
０
０
０
円
な
ど
で
複
数

健
診
を
受
け
れ
ば
数
千
円
か
か

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
経
済

的
理
由
か
ら
健
診
控
え
は
当
然

考
え
ら
れ
ま
す
。

命
に
か
か
わ
る
問
題
を
「
受

益
者
負
担
」
で
片
づ
け
る
わ
け

に
は
い
き
ま
せ
ん
。
２
０
０
２

年
に
は
、
同
様
の

有
料
化
提
案
を
区

民
の
声
と
議
会
で

の
議
論
を
通
じ
て

ス
ト
ッ
プ
さ
せ
今

日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

命
を
守
る
地
方
自

治
体
＝
荒
川
区
と
し

｢

あ
る｣

と
答
え
た
人
は
近

畿
以
外
の
地
域
で
は
２
割
台

か
ら
３
割
台
。
開
催
地
の
大

阪
を
含
む
近
畿
で
も｢

あ
る｣

が
お
よ
そ
半
数
で｢

な
い｣

と

二
分
さ
れ
て
い
ま
す
。
チ
ケ
ッ

ト
も
大
量
に
売
れ
残
っ
て
い

ま
す
。
「
赤
字
を
税
で
負
担
」

な
ど
、
と
ん
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
１
月
調
査
）

吉村昭の歴史小説『雪の花』（1988年 新潮文庫刊）を

原作とする映画「雪の花 ―ともに在りて―」の全国公開

が1月24日から始まります。

それを記念して、自筆資料

や関連作品を紹介します。

また撮影で使用された小

道具、衣裳、スチール、台

本のほか、黒澤明監督作品

「赤ひげ」（1965年）の小

道具で、本作でも使用され

た薬研（やげん）などを展

示しています。

＜荒川区がん予防・健康づくりセンターのこれまで＞

１９９０年10月15日 財団法人荒川区がん予防センター設立

保健衛生部庶務課から保健福祉部保健福祉計画課へ移管

２００６年 3月31日 財団法人荒川区がん予防センター廃止

健康部健康推進課から健康部保健予防課へ移管

２００９年度 国の方針により女性特有がん検診の事業化

２０１４年度 がん検診推進事業から働く

世代の女性支援のためのがん検診推進事業

へ変更

２０１５年度 がん検診の総合支援事業へ

２０１７年度 胃がん内視鏡検診を開始


